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研究成果の概要（英文）：This study examined the relationship between goal conflict about repetitive 
negative thinking and psychological distress.  We examined whether the conflict regarding reasons to
 worry versus reasons not to worry correlated with worry proneness.  As predicted, the degree of 










































が指摘されており（Ehring & Watkins、 2008; 田中・杉浦、 2004）、心理臨床上重要な心理現
象であり、そのメカニズムの解明が求められている。 













ある 10の 11 件法）を求めた。また、心配が普段持っている重要な目標を達成する上で、どの
程度妨げになっているのか（全く妨げにならない 0～非常に妨げになる 10 の 11 件法）を尋ね
た。以上の質問項目に加え、特性的な心配性の程度を測定するために PSWQ 日本語版（杉浦・丹
野、 2000）、心理的ストレスを測定するための日本語版 General Health Questionnaire（GHQ）
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